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国会 スポット

農産物を米国に差し出すな

　米国のトランプ政権による不当

な追加関税要求に対して日米交渉

が進められるなか日、農民連の

呼びかけでとりくまれた「米・農

産物、食料主権をアメリカに差し

出すな！」緊急官邸前行動。由比

ヶ浜事務局長は新婦人の「米不足

・米価高騰緊急アンケート」で、

「日本の米を食べ続けたい」땎ア

メリカの米を輸入しないで」が圧

倒多数であり、日本の食を守れ、

農家への価格保障・所得補償を、

新規就農者支援をと、ともに声を

上げようと発言し連帯した。

学術会議法案　参院で廃案に

　日、学術

を政府監視下

におく日本学

術会議法案が

衆院本会議で뙘

自民뙘公明뙘維

新の賛成多数

により可決。

新婦人はただちに抗議し、参院で

の廃案めざす談話を発表 땆７面땇뙙

能動的サイバー法強行成立

　日뙘衆院本会議で뙘能動的サイ

バー法案が自民、公明、立民、維

新、国民などの賛成多数で可決。

共産、れいわなどが反対。憲法が

保障する通信の秘密の侵害や国民

監視、警察による令状なしでの実

施、さらに日本を戦争に巻き込む

危険が뙙

待てない！選択的夫婦別姓

　日、땎選択的夫婦別姓制度の

審議すぐに」と毎週水曜日の国会

前行動がとりくまれた。各地で連

帯アクションが広がり、鳥取、大

分、広島、島根、兵庫、愛知、茨

城뙘岐阜뙘青森 땆写真땇などで 땎も

う待てない」땎早く」とバナーや

シール投票でアピールした。

教員땎働かせ放題땏継続

　日、衆議院本会議で給特法改

定案が自民・公明・立民・国民・

維新の５党の賛成で可決し、参議

院へと送られた。法案は公立教員

を残業代制度の対象外としたまま

教職調整額を段階的に％へ引き

上げるとしたもので、長時間労働

の抑制にはつながらないと共産・

れいわが反対。教育現場からは

땎땄働かせ放題땅を継続するもの땏

と批判が相次いでいる。また、新

たに創設される땎主務教諭땏制度や

担任手当は、教員の序列化や現場

の分断を招くと懸念されている。
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高齢期のうつ病のリスク因子

■女性である

■うつ病を発症したことがある

■身体疾患が併存している

（心筋梗塞や脳梗塞、インフルエ

ンザや新型コロナなどの後に、

発症することも）

■ある種の薬剤（ホルモン製剤や

抗潰瘍薬など）を服用している

■身体・運動機能が低下している

■認知機能が低下している

■社会的交流が乏しい

■経済的に困窮している

■ストレスフルなライフイベント

（喪失など）に見舞われたこと

　땆参考文献놌朝田隆땎ライフサイクル놌

高齢期땏뙘딸気分障害딺医学書院뙘年땇
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　マイナ保険証トラブル　

　全国保険医団体連合会「年

月２日以降のマイナ保険証実態調

査」で、９割の医療機関がトラブル

を経験、紙の保険証で対処が％。

日、国会に「従来の保険証を使い

続けたい」と万の署名提出。

　食費　月１万円未満　

　１人暮らしの学生땆大学・短大等땇

調査で１カ月の食費が땎１万円未満땏

놊％뙘１日あたり円だった 땆日

本冷凍食品協会땇。

　ニセ情報땎正しい땏　

　ＳＮＳなどで過去に拡散された偽

・誤情報を땎正しい땏と誤認した人は

놊％、第三者に拡散したのは놊

％（日、総務省／関連６面땇。

　開示文書の欠落部分　

　森友学園土地売却をめぐる文書改

ざん問題で、開示文書の大量の欠落

部分について財務省が９日説明。安

倍元首相と妻の昭恵氏や自民・公明

の政治家関与の記録部分だった。

　ナチ떵ドイツ降伏年　

　第２次世界大戦でのナチス・ドイ

ツの無条件降伏年の８日、ベルリ

ンで記念式典を開催。大統領は

万人以上のナチス犠牲者を追悼뙘땎フ

ァシズムを再来させない、民主主義

を守り抜こう」と訴えた。

　性奴隷뙘謝罪はやく　

　日本軍の性奴隷とされた李玉善さ
ソ ンオ クイ

ん（韓国）が日、死去。歳。

年に来日し뙘新婦人などの集会で뙘

歳で強制連行された体験を語り

「딸慰安婦』と呼ばれたくない。日

本政府は謝罪を」と訴えた。韓国の

登録被害者人中生存者は６人、

日本政府の対応が問われる。

　ガザ飢餓땎壊滅的땏　

　国連は日、イスラエルによるガ

ザ封鎖で飢餓が急激に悪化、９月末

までに万人が「壊滅的」状況に陥

る可能性を警告した。ノルウェー年

金基金倫理評議会は日イスラエル

企業の全株式を売却した。

　

平塚らいてうの会・特別講座

　「小林郁とらいてうの友情」三留

弥生さん／５月日（土）：～

／東京・ウィメンズプラザ、円

／問合せTEL＆FAX：땆땇

２０２５年５月２４日（土曜日） 新　婦　人　し　ん　ぶ　ん （第三種郵便物認可） 第３５５６号 （２）

　
う
つ
病
の
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的
な
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療

は

薬
物
療
法
と
休
養

精

神
療
法
で
す


　
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
第

一
の
選
択
は

薬
物
療
法
で

す

抗
う
つ
薬
は
く
せ
に
な

り
ま
せ
ん

抗
う
つ
薬
を
主

と
し
て

必
要
に
応
じ
て
睡

眠
薬
や
抗
不
安
薬
が
処
方
さ

れ
ま
す


　
休
養
も
重
要
で
す
が

休

養
の
仕
方
は
難
し
い
の
で
医

師
と
相
談
し
な
が
ら
や

て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す


　
精
神
療
法
に
は
い
ろ
い
ろ

な
治
療
法
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あ
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ま
す
が


診
察
時
に
精
神
科
の
医
師
と

話
す
こ
と
も
精
神
療
法
の
一

つ
で
す


　
さ
ら
に

暴
力
の
被
害
者

に
女
性
や
女
児
が
な
り
や
す

い
こ
と
や

男
女
の
育
て
ら

れ
方
の
違
い
な
ど
社
会
的


心
理
的
要
因
も
あ
り
ま
す


家
事
や
育
児

介
護
の
負
担

な
ど

押
し
付
け
ら
れ
た
性

役
割
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

さ

ら
に

不
安
定
雇
用
な
ど


女
性
が
置
か
れ
た
経
済
的
・

社
会
的
な
不
均
衡
が
大
き
な

ス
ト
レ
ス
に
な

て
い
ま

す

た
だ
し

う
つ
病
の
原

因
は
一
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は
な
く

成
り

立
ち
も
症
状
も
千
差
万
別
で

す


　
ご
本
人
の
心
が
け
と
し
て

は
뗆あ
せ
ら
な
い
こ
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で
す
뗇

う
つ
病
は
뗆よ
く
な

た
り
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悪
く
な

た
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
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
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寒
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

　
ご
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
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
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
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者
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
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
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
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
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
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

　
高
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期
う
つ
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
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わ
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愚
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﹂
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
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︵
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
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自
分
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
精
神

科
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い

う
つ
病
で
な
か

た
と

し
て
も

予
防
に
つ
な
が
り

ま
す


　
人
生
１
０
０
年
と
言
わ
れ

る
時
代

昔
の
高
齢
者
の
イ

メ

ジ
は
な
く

体
や
脳
の

状
態
は

実
年
齢
か
ら
マ
イ

ナ
ス
２０
歳
く
ら
い
で
ち

う

ど
よ
い
と
い
う
方
が
増
え
て

い
ま
す


　
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
ら
行


て
い
る
食
生
活
や
運
動
な

ど
健
康
の
た
め
の
知
恵
や
工

夫
は

う
つ
病
予
防
に
も
役

立

て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ

続
け
て
く
だ
さ
い

欲
張
ら

な
い

で
も
自
分
の
可
能
性

は
狭
め
な
い

バ
ラ
ン
ス
感

覚
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す


　
変
化
す
る
身
体
を
持
つ
女

性

閉
経
後
は
い

そ
う
身

体
と
心
を
い
た
わ
り

生
き

生
き
と
し
た
高
齢
期
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す


食事も大切（写真は本文とは

関係ありません）

︿
１
面
か
ら
﹀
閉
経
後
の
女

性
は

ホ
ル
モ
ン
の
揺
ら
ぎ

に
よ
る
混
乱
は
な
く
な
り
ま

す
が

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
量
が
男
性
よ
り
少
な
く
な

る
こ
と
が

う
つ
病
や
認
知

症
に
つ
な
が

て
い
ま
す


　
さ
ら
に

ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
視
床
下
部
뗙
脳
下
垂
体

뗙
副
腎
皮
質
系
の
反
応
が
女

性
は
男
性
よ
り
鈍
い
こ
と
が

わ
か

て
い
ま
す

反
応
が

弱
く

ス
ト
レ
ス
に
対
処
で

き
な
い
こ
と
が

う
つ
病
の

原
因
に
な

て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す

女
性
に
多
い

不
安
症

や
甲
状
腺
疾
患
と
の
合
併
に

よ
る
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す



